
準簡易専用水道・簡易専用水道の設備概要  

 建 築 物 名  称 所 在 地 （建築物用途         ） （ＴＥＬ           ） 設 置 者 氏  名 住  所  （ＴＥＬ           ） 建 築 物 概 要 地 上   階建て（地上からの高さ   ｍ）  地 下   階 給 水 量 の 算 定 算 定 根 拠  給 水 人 口 計    人  １日平均給水量 ｍ３／日  １日最大給水量 ｍ３／日  
 【受水槽の概要】 
設 置 場 所 水槽周辺（5ｍ以内）に、汚染源（ｺﾞﾐ、汚物、ﾎﾞｲﾗｰ、焼却炉等）があるか。 □ 有 □ 無 □ 屋 外 （地上   ｍ）        （六面点検スペース 底面   ｍ） □ 屋 内 （設置場所   階   室）       （六面点検スペース 側面   ｍ、底面   ｍ、天井   ｍ） □ 有（昇降に必要な階段又は柵等の安全対策が講じられているか） 形     状 □ 立方形（縦   ｍ、横   ｍ、高さ   ｍ）      受水槽数   基（□ 単槽式   基 □ 二槽式   基 ） □ 円筒形（直径   ｍ、高さ   ｍ）      受水槽数   基（□ 単槽式   基 □ 二槽式   基 ） 材     質 □ ＦＲＰ □ その他（          ） 有 効 容 量        ｍ３（１日使用水量の４／１０～６／１０が標準） □ 立方形（縦   ｍ、横   ｍ、有効水位   ｍ） □ 円筒形（直径   ｍ、有効水位   ｍ） 吐 水 口 空 間     ｃｍ（給水管の呼び径   ｃｍ） 排 水 口 空 間     ｃｍ（オーバーフロー管の呼び径   ｃｍ） 防  虫  網 □ 有 □ 無（通気管）  □ 有 □ 無（オーバーフロー管） マ ン ホ ー ル マンホールの直径   ｃｍ  周囲からの立ち上げ   ｃｍ □ 有（鍵）  □ 有（防水パッキン）  □ 有 □ 無（二重蓋） 汚 染 防 止 水槽上部及び内部の飲料水以外の配管の有無 □ 有 □ 無 給水管のクロスコネクションの有無 □ 有 □ 無 滅 菌 装 置 □ 有（型式        ） □ 無 
 

 



【揚水ポンプの概要】 ポ ン プ の 種類 □    ポンプ  □ 水中ポンプ □ 径   ｍｍ×揚水量   ℓ／ｍiｎ×揚程   ｍ×   ｋｗ  台数   台 
 【配管材質】 主 た る 配 管 材     質 □ 塩化ビニル管  □ ビニルライニング鋼管  □ 鋼 管 □ その他（        ） 
 【高置水槽の概要】 
設 置 場 所 水槽周辺（5ｍ以内）に、汚染源（ｺﾞﾐ、汚物、ﾎﾞｲﾗｰ、焼却炉等）があるか。 □ 有 □ 無 □ 屋 上 （地上   ｍ）        （六面点検スペース 底面   ｍ） □ 屋 内 （設置場所   階   室）       （六面点検スペース 側面   ｍ、底面   ｍ、天井   ｍ） □ 有（昇降に必要な階段又は柵等の安全対策が講じられているか） 
形     状 □ 立方形（縦   ｍ、横   ｍ、高さ   ｍ）      受水槽数   基（□ 単槽式   基 □ 二槽式   基 ） □ 円筒形（直径   ｍ、高さ   ｍ）      受水槽数   基（□ 単槽式   基 □ 二槽式   基 ） □ 球 形（直径   ｍ） 材     質 □ ＦＲＰ □ その他（          ） 有 効 容 量        ｍ３（１日使用水量の１／１０が標準） □ 立方形（縦   ｍ、横   ｍ、有効水位   ｍ） □ 円筒形（直径   ｍ、有効水位   ｍ） □ 球  形（直径   ｍ、有効水位   ｍ） 吐 水 口 空 間     ｃｍ（給水管の呼び径   ｃｍ） 排 水 口 空 間     ｃｍ（オーバーフロー管の呼び径   ｃｍ） 防  虫  網 □ 有 □ 無（通気管）  □ 有 □ 無（オーバーフロー管） マ ン ホ ー ル マンホールの直径   ｃｍ  周囲からの立ち上げ   ｃｍ □ 有（鍵）  □ 有（防水パッキン）  □ 有 □ 無（二重蓋） 汚 染 防 止 水槽上部及び内部の飲料水以外の配管の有無 □ 有 □ 無 給水管のクロスコネクションの有無 □ 有 □ 無 
 

 

 


